
発行：日本共産党市川市議団の地域版 2022年7月17日 №36

やなぎ美智子からのお便り
事務所：市川市鬼高2－5－16 清央荘101号室

メールアドレス：kangoshi@hotmail.co.jp やなぎ携帯：090－1508－7120

無料法律相談
８月９日（火）９月13日（火）午後２時～５時

市役所第一庁舎６階共産党控室
相談を希望される方は事前予約が必要です。市役所共産党控室か、やなぎ美智子にご連絡ください。

電話：047ー334-1111（内線18218）

村越前市長が使用していた執務机と椅子を、インターネット
オークションにかけて、3,000,921円で売却しました

「
今
後
、
市
は
誤
っ
た
税

金
の
使
い
方
は
い
た
し
ま

せ
ん
」
田
中
市
長
コ
メ
ン
ト

テ
ス
ラ
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、

１
億
５
千
万
円
の
階
段
、
市

長
室
の
豪
華
家
具
等
「
税
金

の
無
駄
遣
い
だ
。
個
人
の
趣

味
を
市
政
に
持
ち
込
む
な
」

と
市
民
の
猛
烈
な
批
判
を
受

け
た
村
越
氏
は
落
選
し
ま
し

た
。
机
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
売
却

さ
れ
ま
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー
や

階
段
で
被
っ
た
市
民
の
損
失

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

他
に
「
市
川
未
来
創
造
会
議
」

等
、
予
算
執
行
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
二
度

と
税
金
の
無
駄
遣
い
を
さ
せ

な
い
た
め
、
市
民
と
議
会
の

行
政
チ
ェ
ッ
ク
が
大
事
で
す
。

これが市長の執務机？

参
議
院
選
挙
、
日
本
共
産
党
４
議
席
確
保

戦
争
を
食
い
止
め
る
た
め
の
、
新
た
な
戦
い

が
始
ま
っ
て
い
ま
す

自民党と憲法改正に前向きな公明・維新・国民民主の４党で、
改憲の国会発議に必要な８２議席を上回る

参
議
院
選
挙
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
に
乗
じ
て
自
民
、
公
明

維
新
、
国
民
民
主
な
ど
が

「
大
軍
拡
」
「
憲
法
９
条
改

憲
」
の
大
合
唱
を
す
る
も
と

「
戦
争
か
平
和
か
」
日
本
の

命
運
が
か
か
っ
た
選
挙
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
異
次
元
の
金
融
緩
和
に
よ

る
円
安
も
一
要
因
と
な
っ
た

物
価
高
騰
か
ら
、
暮
ら
し
を

ど
う
守
る
か
も
大
き
く
問
わ

れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
「
大
軍
拡
で

は
な
く
、
外
交
で
平
和
を
」

「
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
消

費
税
減
税
、
大
企
業
の
内
部

留
保
に
課
税
し
、
賃
上
げ
を
」

な
ど
、
ど
の
課
題
で
も
解
決

策
を
示
し
て
、
た
た
か
い
ま

し
た
。

市民から寄せられた日本共産党への期待の声
本当の平和は核をなくすことです。（戦争を体験した女性）

コロナ、燃料費高騰で営業が大変。共産党が支援制度を教えてくれたので助かりました。

（クリーニング業）

女性支援、環境問題への取り組みなど、とても希望を感じています。もっともっと良さ

が伝わってほしいです。（派遣社員）



田中市長就任後、初めての定例市議会
が開催されました 6月10日～7月1日

降ひょう被害を受けた市内農家、市民のみなさまにお見舞い申し上げます

被害を受けた市内農家に見舞金が支給されます

市
川
市
独
自
の
見
舞
金

１
．

対
象
と
な
る
農
家

昨
年
度
、
50
万
円
以
上
の
農
業
収
入
の
あ

る
市
内
農
家
で
、
６
月
３
日
の
降
ひ
ょ
う

被
害
を
受
け
た
も
の

（
Ｊ
Ａ
調
査
で
約
６
割
の
農
家
１
８
０
件
）

２
．
見
舞
金
額

１
件
に
つ
き
５
万
円

（
３
年
前
の
台
風
被
害
時
に
支
給
し
た

見
舞
金
と
同
額
）

市川市「家屋・車・車庫などは任意保険で対応して
ください。市からの見舞金などの支給はありません」

市
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
被
害
状
況
、
要
望

・
倉
庫
の
ト
タ
ン
が
壊
れ
た

・
網
戸
、
雨
樋
が
壊
れ
た

・
車
が
凸
凹
、
修
理
費
用
の

１
０
０
万
円
は
持
ち
出
し

・
せ
め
て
５
千
円
程
度
で
も

見
舞
金
を
出
し
て
ほ
し
い

辛
い
気
持
ち
を
市
は
わ
か
っ

て
ほ
し
い

・
車
２
台
が
被
害
を
受
け
た

修
理
は
数
か
月
後
で
、
費

用
は
約
２
５
０
万
円

・
市
は
被
害
状
況
を
知
っ
て

ほ
し
い
。
せ
っ
か
く
市
に

行
っ
た
の
に
、
住
所
す
ら

聞
か
れ
な
か
っ
た

清
水
市
議
が
代
表
質
問
で

と
り
あ
げ
ま
し
た

日
本
共
産
党
は
、
６
月
22
日
、
清
水
議
員
が
代
表
質
問

廣
田
議
員
が
補
足
質
問
、
金
子
議
員
（
28
日
）
や
な
ぎ

（
29
日
）
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

（
質
問
）

〇
組
織
編
成
に
係
わ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

保
健
部
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
課
新
設
の
経
緯
、
背
景

事
務
内
容
と
、
危
機
管
理
室
の

役
割
、
事
務
内
容

（
答
弁
）

危
機
管
理
室
は
、
対
策
本
部

の
事
務
局
を
担
い
、
庁
内
の
総

合
調
整
や
情
報
収
集
と
集
約
を

行
っ
て
き
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

業
務
を
重
点
的
に
進
め
る
た
め

に
独
立
し
た
新
た
な
課
が
必
要

と
考
え
、
今
年
４
月
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
課
を
新

設
し
た
。

（
要
望
）

い
ま
だ
に
、
３
回
目
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
が
65
％
で
推
移
し
て

い
る
。
子
ど
も
へ
の
接
種
に
つ

い
て
も
課
題
が
あ
る
。
未
接
種

者
へ
の
対
応
を
急
い
で
ほ
し
い
。

こ
れ
ま
で
、
国
や
県
か
ら
の
情

報
待
ち
、
指
示
待
ち
で
市
の
対

応
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
市
民

に
寄
り
添
っ
た
独
自
の
取
り
組

み
を
要
望
す
る
。

（
質
問
）

〇
市
内
介
護
事
業
所
へ
の
支
援

経
営
へ
の
財
政
支
援
、
従
事
者

へ
の
処
遇
改
善
支
援

（
答
弁
）

厚
生
労
働
省
報
告
で
、
市
川

市
の
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
回
数
は
約
６
％
減
、

利
用
人
数
は
約
８
％
減
で
あ
る
。

国
は
「
持
続
化
給
付
金
」
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
休
業
支
援
金
」
介
護
報
酬
の

３
％
加
算
な
ど
支
援
策
を
講
じ

て
い
る
。
介
護
職
員
の
月
額
９

千
円
賃
金
引
上
げ
の
補
助
金
申

請
し
た
事
業
所
は
、
約
80
％
で

あ
る
。
未
申
請
の
事
業
所
に
、

申
請
を
促
し
て
い
く
。

（
要
望
）

年
金
が
減
額
さ
れ
、
後
期
高

齢
者
医
療
費
負
担
の
２
倍
化
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
年
10
月

か
ら
介
護
職
員
処
遇
改
善
財
源

を
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人
に

求
め
る
の
は
問
題
だ
。
国
に
対

し
、
介
護
職
員
の
社
会
的
評
価

に
見
合
う
賃
上
げ
を
求
め
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

（
質
問
）

〇
市
川
市
手
話
言
語
条
例

市
の
認
識
、
当
事
者
や
家
族
へ

の
調
査
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
施
策

の
具
体
化

（
答
弁
）

市
川
市
手
話
言
語
条
例
は
、

議
員
発
議
で
令
和
４
年
３
月
18

日
に
制
定
さ
れ
た
。
条
例
の
目

的
は
「
手
話
は
言
語
で
あ
る
」

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
手
話
へ

の
理
解
の
促
進
に
関
し
基
本
理

念
を
定
め
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共
生
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
。
手
話

通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
を
設
置

し
医
療
機
関
等
、
通
訳
が
必
要

な
場
所
へ
派
遣
し
て
い
る
。

年
２
回
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

年
１
回
市
民
手
話
教
室
を
開
催

し
て
い
る
。

（
要
望
）

市
民
手
話
教
室
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。
手
話
を
小
学
校
の
必
修

科
目
に
、
手
話
啓
発
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
漫
画
を
作
成
、
広
報
に
手

話
動
画
配
信
な
ど
、
全
国
各
地

で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て

ほ
し
い
。


